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● 直感力をもったコンピュータを目指して
脳は直感的に物事を判断できます。脳の神経細胞はネットワークを形成して

情報処理と伝達を行いますが、この神経細胞による情報処理のアナログ性が

脳の直感力創発のひとつの鍵ではないかと考えました。複雑な振る舞いの背

後にある数学的な法則性を定式化するカオス理論を武器に、生物の神経細胞

の様にアナログカオス的な振る舞いや働きをするアナログカオス集積回路を

開発しました。カオスを用いた並列計算は膨大な組み合わせを対象とした計

算問題などで直感力を有効に発揮する可能性があり、今後は既存のデジタル

方式のコンピュータを補完していくことが期待されます1）。

● 人間の脳はなぜ言葉を操れるのか？
生物の中で人間だけが高度な思考を巡らせることが出来るのは、人間が言葉を操ることが出来るからです。人間の脳

には生まれながらに言葉を生み出す仕組みがあるのではないか――今なお論争されているこの仮説に脳科学から挑ん

でいます。例えば、fMRI（機能的磁気共鳴映像法）などの手法を用いて、文法処理を担う中枢が左脳の前頭葉にある

ことを突き止めました。人間だけに備わった言語能力。このメカニズムを解明していくことで、人間の心の深奥にあ

る認知構造や創造性の謎に迫っていきます2）。

● 生存し進化するロボットで心の起源を探る
人の感情や心の働きは、脳の多数の神経細胞や分子，遺伝子のネットワークによるもので、その仕組みの解明に向け

研究が盛んに進められています。しかし人間がなぜかように複雑な感情や心を持つようになったのかという問題に

は、進化の果てに現存する人の脳を調べるだけでは答えることができません。そこで生物にとって最も基本的な「自

己保存」と「自己複製」という要請のもとで、個体や集団はどういう情報処理機構を持つべきかを明らかにするため

に、実際にロボットを作って検討しています3）。

● 聴覚に基づいた自然な音声の再現
人間の脳は外界の音声情報を聴覚によって処理しています。この処理で脳が用いている聴覚情報表現を数理的に理解

し、その知見を基に音声・音響の処理システムを再構築することを目指しました。その結果、聴覚の本質的な理解に

基づく「初期聴覚系の計算理論」と「高品質音声変換合成システムSTRAIGHT」が生み出されました。特に後者は、音

声合成・音声変換の実用システムにそのまま活用することが出来るものです。実際に現在も数多くの研究開発の基盤

技術として利用されています。今後も音声の声質やピッチを操作するためのツールとして、自然音声とほとんど変わ

らないほどの高品質な音声を実現するために進化を続けていきます4）。

脳から学ぶ情報処理

図1.  アナログカオス集積回路
共同研究者の東京電機大・堀尾喜
彦教授らにより開発されました

図3.  脳の言語マップ
fMRIによって脳の機能を計測した結果、文法、文
章理解、単語、音韻に関係する部位が左脳にある
ことが分かりました。言葉を操る能力を生み出す脳
を人間だけが持っています

図2.  カオスを用いた並列計算機のプロトタイプ
共同研究者の東京電機大・堀尾喜彦教授らに
より開発されました

図5.  サイバーローデント　
実際の生物と同じ自己保存と自己複製という条件のもとで、生存し交配するロボット「サイバー
ローデント」を開発しました。体長22センチ、重さ1.75 キログラムのロボットで全方位視覚システ
ム、近接距離センサー、加速度センサー、ジャイロセンサーなど多様なセンサーを持っています

図6.  STRAIGHTを用いた音声の分析結果（左）と従来の技術による結果（右）
従来技術では取り除けなかった不要な成分がSTRAIGHTの分析結果には存在していま
せん。この精密な分析がSTRAIGHTによる音声加工の高い品質を可能にしています

図4.  脳機能を計測できるfMRI装置

1）合原一幸：B03-01　2）酒井邦嘉：B03-04 3）銅谷賢治：B03-11　　4）河原英紀：B03-05
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